
研究成果

具体的には、

(1) 氷床‐棚氷‐grounding line モデルの三次元への高度化、温暖化時およ
び過去の南極・グリーンランド氷床の再現を改良、

(2) 物理諸過程の高度化、

(3) 気候モデル実験から地球温暖化における対流圏－成層圏結合の重要性の
明示、を行う。
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課題：長期的気候変動予測のための高精度気候モデルの開発研究

数年から数千年に及ぶ気候変動を再現できる大気・海洋・陸面結合大循環モ

デルの改良及び氷床モデルの開発を行い、地球温暖化予測に係わる地球環

境の変動メカニズムを解明することを目的とした最先端の気候システム研究を

実施する。

考えられる。この効果について、融雪時に表面流出の一定割合をためておくプー

ルを追加するスキームをMIROC5.2 に導入し、全球気候への影響を調査した。

その結果、北緯 50 度以北の陸上での夏季の高温バイアスや雲量と降水量の

過小バイアスが大幅に改善する一方で、他の季節や地域のバイアスは増大さ

せないことが分かった。

気候変動に重要な役割を果たしている成層圏水蒸気の年々変動を、最新衛星

観測と気候モデルを組み合わせて精査した。観測データから (1) 上部成層圏

で時間と共に下方伝播する水蒸気偏差の存在を初めて発見、(2) 上部対流圏

から下部成層圏にかけて上方伝播する成分が卓越することを示した。次に気

候モデル実験を行い (1) と (2) のメカニズムを解明し、(2) に関しては QBO 振

幅と相関が高いことが分かった。

氷床・棚氷モデルの現実地形での運用を行い計算速度についてまとめた。そ

の結果、今後行う長期積分を実用的な時間で達成するための開発課題（並

列化構造の修正など）を挙げることができた。グリーンランド氷床の将来の

温暖化実験における氷床モデル依存の不確実性を評価するために他のモデル

で採用されている手法を実装、効果を検証した。その結果を論文にまとめ投

稿した (Saito et al. The Cryosphere, 査読中 )。南極氷床の過去の温暖な時代

に関する感度実験を行い、複数の気候モデルによる過去の気温や降水量再現

下での定常解を計算した。その結果、気温上昇の効果が南極氷床の後退に

大きく寄与することが分かった。

高緯度陸上では夏季の高温バイアスの一因として、融雪時に形成される一時

的な湿地帯が考慮されていないために、夏季の土壌水分が過小になることが
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